(別添様式１)
平成２３年度　９月補正予算　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：老人福祉費
	事業名: 新介護職員等によるたん吸引等研修事業費（施設関係）（国補）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　高齢福祉課　介護事業者担当　電話番号：058-272-1111（内2600）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11215@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　7,713千円
（現計予算額：　　0千円　　　補正後予算額：7,713千円）

	要求内容


	１　要求の内容


これまで、たんの吸引や経管栄養のうちの一定の行為については、当面のやむを得ず必要な措置（実質的違法性阻却）として、特別養護老人ホームにおいて介護職員等が実施することを認めてきたが、平成23年6月の社会福祉士及び介護福祉士法の一部改正（平成24年4月1日施行）により介護福祉士及び介護の業務に従事する者の当該行為について法的に認められた。
これにより、改正法施行後速やかに、かつ必要なケアをより安全に提供できる体制を確保するため、介護の業務に従事する者に対して、特定行為（喀痰吸引及び経管栄養）を行うことを業とすることができる認定特定行為業務従事者となるために必要な知識及び技能を修得させるための喀痰吸引等研修を実施する。
【H23.6.22　社会福祉士及び介護福祉士法の一部改正（平成24年4月1日施行）】

　　　　　　　　「喀痰吸引及び経管栄養については介護の業務に従事する者のうち認定特定行為

業務従事者特定証の交付を受けている者は診療の補助として、医師の指示の下に、
特定行為を行うことを業とするができるものとする。」

【対象となる介護職員等】

　　介護福祉士、保育士、ヘルパー等

【研修内容】

	基本研修
	実地研修
	評　価

	・講義（50時間）

・演習（29時間）

（ｼﾐｭﾚｰﾀｰ活用）
	・たん吸引の実地研修

・経管栄養の実地研修
	特定行為業務従事者認定証の交付


	２　所要経費


  委託料　7,713千円
【積算内訳】都道府県研修　　　　　　　　　　5,981千円

　　    　　  実習指導者に対する事前講習会　　　 76千円
　　　　　　　中央研修参加費　　　　　　　　　1,656千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


　講義・演習に必要な機材については平成22年度に購入済。
	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	0
	
	
	
	
	
	
	
	0

	補正

要求額
	7,713
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